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 農地中間管理機構とは
　平成 26 年度から、分散した農地の集約や、耕作放棄地の有効活用などを促す目的で、新たな制度が導入

されます。各都道府県に新設される「農地中間管理機構」を通じて、農地の貸し手と農地の借り手を結び付け、

賃貸借を基本にして担い手農業者に農地の集約を進めようとするものです。

 農地中間管理事業の内容
　機構は①耕作者がいない農地の所有者から農地を借り受ける②経営規模の拡大を目指す農業者に対し、

農地をまとめて貸し付ける③借り受けから貸し付けまでの間、農地を維持・管理する④必要に応じて、農

地の基盤整備を実施するなどの業務を担い、いわば「農地の中間的受け皿」として機能します。

　さらに利用権の再配分を繰り返します。最終的に農地の所有と利用が完全に分離され、多数の地主の農

地を少数の耕作者がまとまった形で利用することをイメージしています。

　機構は、農用地利用配分計画を作成し、それを知事が許可し公表することで農地の権利移動が行われます。

したがって、従来の農地法による農業委員会の許可は不要となりますが、農地利用配分計画を作成する段

階で市町村と農業委員会が連携し、協力することになります。
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整備を実施
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農地を相続した
が耕作できない
所有者など
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公的な機構なら安心して貸せるぞ。
地域農業がより良くなるよう「人・農地プラ
ン」の話し合いを通じてみんなで機構に預け
よう。
親父が農業を止めても田舎に帰るつもりはな
いから、耕作放棄地になる前に機構に借りて
もらおう。

・

・

基盤整備された農地がまとまって借りられ
た。機構とだけ交渉すればいいから楽だ。
地域外から参入したけど、利用しやすい農
地がまとまって借りられた。

　 将来の地域での役割や実績を踏まえて
　 公平・適正に選ばれます。

認定農業者、農業
生産法人などの
　　担い手農家

〔 〕
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早くから、複合経営が確立されている、西郷地区に生まれ、現在両
親とともに専業農家として、様々な品目にチャレンジしながら、い
つも楽しんで農業をしている就農７年目の本間康行さんにスポットを当
てました。
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